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新学期から通学路の安全性が向上 
 

～ 国道２４号和歌山市四箇
し か

郷
ご

地区の歩道が一部完成 ～ 
 

  

概 要 

 

和歌山河川国道事務所では、農業用水路の上部空間を有効活用

することにより幅の広い歩道を整備しました。平成２１年１０月

より四箇郷地区（約１．４ｋｍ）で整備に着手し、この度、一部

区間（約２３０ｍ）が完成しました。 

 

８月１９日（木）に四箇郷小学校の皆様に新しい歩道を体験し

て頂き、フォローアップを実施します。 

 

国道２４号の和歌山市四箇郷地区では、国道両端に水路がある

ために歩道幅員が狭く、四箇郷小学校の児童が安心して通学でき

る状況ではありませんでした。このため、地元自治会や父兄の

方々からも改善が望まれていました。今回、既存の農業用水路の

上部空間を有効活用したことで、安価な歩道整備が実現されまし

た。 

 

  

取扱い ------------------------- 

  

配布場所 

和歌山県政記者クラブ 

和歌山県地方新聞記者クラブ 

和歌山県政放送記者クラブ 

  

問合せ先 

 

○国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所                  

副所長      杉若 武 （内線 205）  

道路管理第二課長 三浦 行雄（内線 441) 

TEL 073-424-2471(代表） 

 



 

 

新学期から通学路の安全性が向上 
～ 国道２４号和歌山市四箇

し か

郷
ご

地区の歩道が一部完成 ～ 
 

 

 

１．概要 
国道２４号の和歌山市四箇郷（松島～新在家）地区の歩道は、四箇郷小学校の児童

に通学路として利用されていますが、国道沿いに並行して用水路が流れているため、

十分な歩道幅員が確保できていませんでした。このため、地元自治会や父兄の方々か

らも、歩道環境の改善について要望が出されるなど、長年の地域の課題となっていま

した。 
 

和歌山河川国道事務所では、農業用水路の上部空間を有効活用することで安価な歩

道整備が可能であることから、平成２１年１０月より、当該地区の歩道整備（約１．

４ｋｍ）に着手しました。 

工事中は地域住民の方々に大変ご迷惑をおかけいたしましたが、この度、松島地区

の一部区間（約２３０ｍ）が完成しました。 

残りの区間についても、今年度内の完成に向け、歩道整備を進めることにしており、

完成すれば、当該地区における通学路の安全性が向上します。 

また、新しい歩道を児童に体験して頂くフォローアップを下記のとおり実施し、残

り区間の安全・安心な歩道整備に活かします。 
 

日 時  ：平成２２年８月１９日（木）７時３０分～ 

場 所  ：和歌山市松島地先（今回供用箇所） 

参加予定者：地元自治会、児童、和歌山河川国道事務所 
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３．整備内容 
 
 既設の用水路上部を覆い、空間を確保したうえで歩道を拡幅し、安心して通行いた

だけるように整備いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．現地写真 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 整備後

整備効果イメージ

用水路 歩道 歩道拡幅 
（1m） （2.5m～3.0m）



５．地域の期待 
 

 

 
 

 
＜早期整備に期待＞ 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道２４号和歌山市松島～新在家地区の歩道整備につ

いて、地域の皆様から大きな期待が寄せられています。

今回の歩道拡幅により、車椅子の対面通行も出来て、高齢者や地域住民に

とって、安心して歩ける歩道になり、非常に感謝しています。 

今回の開通は一部でありますが、四箇郷地区の悲願であります国道２４号

の、更なる歩道拡幅延長の早期完成に向け、残されている計画区間の工事着

工を１日も早く進めて頂きたいです。 

（四箇郷地区連合自治会長）

多くの児童が国道２４号の歩道を利用していますが、歩道幅員が狭く自転

車の往来も多いため、通学の時間帯は、いつも心配しておりました。 

この度、一部ですが歩道が拡幅されることは、通学時の児童の安全確保に

つながるため、大変喜んでいます。今後は、西側区間の歩道拡幅についても

早期整備をお願いしたいです。 

（和歌山市立四箇郷小学校校長） 


